













































































      「リベラル・アーツとは何ですか。」
　すると、たいていの学生は「聞いたことはあるけれど、何それ？」「たしか、『教養』
のことじゃなかったっけ？　違うの？」という表情を浮かべます。そこで、教科書のよ
うな答えではなく、自分のことばで答えてもらうために、辞書（Oxford Dictionary, 8th 
edition）に載っているリベラル・アーツの「定義」を、サイエンスやヒューマニティー
ズとともに紹介します。
Liberal arts: noun [plural] (especially North American English) subjects of study that 
develop students’ general knowledge and ability to think, rather than their technical 
skills 






of the natural and physical world, based on facts that you can prove, for example by 
experiments 
2. [U] the study of science
3. [U, Countable noun] a particular branch of science
 *compare ART (6), HUMANITIES
4. [singular] a system for organizing the knowledge about a particular subject, 
especially one concerned with aspects of human behaviour or society
*Art: noun, verb 6. [Countable noun, usually plural] the subjects you can study at 
school or university that are not scientific, such as languages, history or literature
*(the) humanities:[plural] the subjects of study that are concerned with the way 













































       「概念をひろげるには？」
　どうすればいいのか、そう学生は問いをこちらに投げかけますが、彼らの表情を見る
限り、答えを見つけているように毎年感じます。「あなたはどう思うの？」と問いかけ
ると、「『教養』をできるだけ身につける、みたいな感じですか？　何でも『教養』にな
りうることはわかっていても、範囲が広すぎて、何をどこまですればいいのか。」と戸
惑いがあることを打ち明けてくれます。人間は生きている間じゅうずっと学び続けるこ
とができますが、たとえ他の人の倍の時間を過ごすことができるとしても、すべてを知
ることは叶いません。また、なかには理解の域を完全に超えているものがあるかもしれ
ません。あなたの信条に反するものかもしれません。どれだけ時間と労力をかけても二
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進も三進もいかない分野があるかもしれません。しかし、概念の１つ１つは、その人の
経験や知識、知恵、その概念を獲得したときの社会文化などから作り出されていきます。
知識として知っていても経験していなければ理解できない概念、指摘されないと気づか
ない概念もあるでしょう。それならば、時間と労力に見合わないものに興味はない、新
しい概念なんかいらないという選択をするかもしれません。その選択が悪いとは言いま
せんが、人もモノも時代も変わるものです。一度獲得した概念で、いままで変わったこ
とがないという概念はほとんどないでしょう。新しい自分に出会うチャンスを手に入れ
たいとは思いませんか。
　どんな人にも、得手・不得手はあります。本や映画は全般的に好きでも、推理ものや
ノンフィクション以外はあまり見ないという人もいるでしょう。音楽ならばロックは好
きでもカントリーはいま一つ、スポーツも水泳はするけれど球技には興味がないかもし
れません。私／あの子は○○のタイプだから、と型にはめて考えたり行動したりするこ
とは楽です。そのほうが、自分の不得手なことや未知の事象に遭遇することも少なくな
りますし、周囲の人々もそれ相応の対応をしてくれるでしょう。何よりも、自分の概念
を更新せずに済みます。概念は価値観でもある、と最初にお話ししましたとおり、概念
は価値観という名前のフィルターを作ります。どんな人であれ、何らかの形でフィルター
越しに物事を判断しています。このフィルターはあなたの考えを強固にし、迅速に判断
できるようにするものであると同時に、あなたの思考や行動の幅を狭めてしまう力も持
ち合わせています。
　得意分野を伸ばしていくことは、苦手なものに取り組むより楽しみも多く、容易に感
じます。だからといって、苦手な分野は放置のままでは、概念そのものがアンバランス
になってしまいます。そして、知らないこと、不案内なことであっても、外観や枠組み
が似ているものに対する概念を引き合いにして、そぐわないフィルター越しに判断を下
してしまうかもしれません。興味を抱けないものに向き合うことは、たしかにストレス
でしかありません。しかし、その興味の有無ですら、あなたの経験や知識などから作り
出されたものであり、ただの思い込みかもしれません。思い込みや先入観はフィルター
に勝手に彩色を施してしまう手強いもので、あなたの五感と感情に作用します。普段以
上に敏感になったり、鈍感になったりもします。フィルターを取り外すことは、並大抵
では成しえません。フィルターの数や付いてしまった色で思い悩むぐらいならば、フィ
ルターの数を増やしてみませんか。
　教養をひろげる、というと、文学作品を読んだり、伝統文化を学んだり、名画を鑑賞
したりすることだけを思い浮かべてしまうかもしれません。けれど、学生の言う「教養
のある人」の定義を見てみてください。過去や現在だけでなく、未来についてまでも学
ぶことができるものが教養です。授業を重ねるにつれて、「古典や宗教をわかっている
人、専門的な話ができる人だけが教養がある人だと思っていた。私はアニメや気象には
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詳しくないし、なくても普段の生活には困りはしないけれど、それを話題にして会話し
たり、経済変化を予測したりできる人を見ると、本当に教養があると思えるようになっ
てきた。」と学生は変わっていきます。新しい環境は不安だけれど、いろんなことを見
聞きして自分の可能性をひろげたいと、海外での学業を選択した学生もいます。学問だ
けではありません、どんなテーマ、どんな分野であれ、慣れ親しんだ物事であれ、まず
は色のない状態で足を踏み入れてみてください。経験できるものは全身をつかって経験
してみてください。その分野に関してあなたが世界の第一人者かもしれません。ですが、
きっとあなたが見落としていたものがあると思います。自分だけが新しい概念を手に入
れて変わっていくのではなく、他の人も同様に変わっていくのです。場合によっては、
あなただけがその変化に気がついていないかもしれません。また、社会変化や流行によっ
て、それまで教養とされてきたものが、常識に変わることもあります。2015 年のワー
ルドカップでの日本チームの健闘以降、以前は一部の人にしか知られていなかったラグ
ビーのルールが今ではほとんどの人が知っている常識になりつつあるのがその例です。
　何から始めればいいのか思いつかない、そう思うのならば、図書館に行って新聞を毎
日決めた欄、面なり、ネット上の見出しニュースを読んでみてください。読むのが億劫
ならば、記事の標題をざっと見るだけでも構いません。各新聞社の元日の新聞すべてに
目を通す。本屋の売れ筋ランキングやネットの検索ランキングを見る。官公庁や日銀が
発行する各種白書や各国首脳の所信表明演説を読む。円相場や株式相場の推移を見る。
コンビニエンスストアやスーパーで商品の入れ換えや値段の推移を見る。ジャンルを問
わずに本・映画・漫画・音楽・舞台・コンサート・展覧会などを 100 作品以上観る／読
む／聴く。外国語を学ぶ。必ず、何かが見えてきます。その時こそ、あなたの新しい概
念、価値観、フィルターが生まれています。
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